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これまでに EGFR遺伝子転座陽性肺がんと診断され、 

当院でアファチニブ(ジオトリフ錠)、オシメルチニブ(タグリッソ錠)

の投与を受けた患者さんへ 

【診療データを調査研究へ使用することに関するご協力のお願い】 
  

トヨタ記念病院・呼吸器内科では「EGFR 遺伝子変異陽性進行非小細胞肺がんに対す

るアファチニブとオシメルチニブの後方視的観察研究(CJLSG 1903 )」という臨床研

究を行っております。この研究は、ジオトリフ錠、タグリッソ錠を一次治療として投与

された患者さんの治療効果と安全性について比較し検討することを主な目的としてい

ます。そのため、過去に当院でジオトリフ錠、タグリッソ錠の治療を受けた患者さんの

カルテ等の診療データを使用させていただきます。 

 

以下の内容を確認してください。 

○この研究はトヨタ記念病院 臨床研究審査委員会で審査され、病院長の承認を受けて

行われます。 

対象となる患者さんがジオトリフ錠、タグリッソ錠を一次治療として単剤投与を受け

ている期間 

2016年 5月 1日 ～ 2019年 10月 31日まで 

研究実施期間 

2020年 5月 14日 ～ 2021年 ７月 31日まで 

○今回の研究の対象はこれまでにジオトリフ錠、タグリッソ錠を一次治療として投与を

受けた患者さんの患者背景(NSCLC診断日、性別、年齢等)、生存期間、初回ジオト

リフ錠/タグリッソ錠(EGFR 阻害剤)治療内容、ジオトリフ錠後のタグリッソ錠の治

療内容、その他の後治療などです。 

○過去のデータを使用する研究であり、新たな検査や費用が生じることはなく、また、

データを使用させていただいた患者さんへの謝礼等もありません。 

○使用するデータは、個人が特定されないよう匿名化を行い、個人情報に関しては厳重

に管理します。 

○調査研究の成果は、学会や科学専門誌などの発表に使用される場合がありますが、名

前など個人を特定するような情報が公表されることはなく、個人情報は守られます。 

 

この研究の計画、研究の方法についてお知りになりたい場合、この研究にカルテ等の

診療データを利用することをご了解できない場合など、お問い合わせがありましたら、

以下の「問い合わせ先」へご照会ください。なお、この研究に参加している他の方の個

人情報や、研究の知的財産等は、お答えできない内容もありますのでご了承ください。 

 

【問い合わせ先】 

研究責任者：トヨタ記念病院 呼吸器内科・科部長 木村 元宏 

ＴＥＬ：0565-28-0100㈹ ＦＡＸ：0565-24-7157㈹ 


